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近藤なつ子です

近
藤
区
議
は
、
２
０
１
１
年
第
４
回

定
例
議
会
で
、
「
移
動
困
難
者
対
策
と

総
合
的
な
交
通
対
策
に
つ
い
て
」
一
般

質
問
し
ま
し
た
。

◆
移
動
困
難
者
対
策
を

区
の
施
策
と
し
て
、
日
常
生
活
の
移

動
に
も
不
便
を
し
て
い
る
高
齢
者
等
の

た
め
に
、
せ
っ
か
く
道
路
運
送
法
に
基

き
設
置
さ
れ
て
い
る
「
新
宿
区
地
域
公

共
交
通
会
議
」
で
Ｗ
Ｅ
バ
ス
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
“
移
動
困
難
者
”
対
策
を

協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
10
年
前
の

調
査
結
果
で
良
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、

区
民
の
移
動
の
実
情
・
移
動
困
難
者
の

実
態
を
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と

区
長
に
問
い
ま
し
た
。

区
は
、
「
公
共
交
通
会
議
で
検
討
す

べ
き
項
目
に
つ
い
て
検
討
」
す
る
と
し

ま
し
た
が
、
「
区
内
の
公
共
交
通
の
状

況
は
変
化
変
し
て
い
な
い
た
め
…
調
査

は
考
え
て
な
い
」
と
回
答
。
移
動
困
難

者
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
回
答
さ
え

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
総
合
的
な
交
通
対
策
を

区
が
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
第

９
次
交
通
安
全
計
画
」
素
案
の
パ
ブ
コ

メ
は
１
件
で
し
た
が
、
交
通
対
策
は
区

民
に
と
っ
て
も
っ
と
重
視
し
、
地
域
ご

と
の
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
区
民
参
加
で
取
り
組
む
べ
き
で

は
と
の
質
問
に
対
し
、
改
善
す
る
方
向

は
残
念
な
が
ら
示
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

遅
れ
て
い
る
自
転
車
レ
ー

ン
整
備
に
つ
い
て
「
条
件
の

あ
る
国
道
・
都
道
に
設
置
の

要
望
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け
る

よ
う
要
望
を
」
と
の
問
い
に
は
要
望
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
区
道
に
つ
い
て
は

２
路
線
を
モ
デ
ル
選
定
し
整
備
方
針
を

策
定
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
早
稲
田
駅
前
交
差
点
で
実

現
し
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
有
効
な
手
段

で
あ
る
「
歩
車
分
離
式
」
へ
の
改
善
は

計
画
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
警
察

へ
要
望
を
し
て
い
く
と
答
弁
。

新宿区の12月１日現在の待機児童数は、

新定義で１７３人。旧定義では２３７人、内牛込地域は１

０１人です。しかし実際に区に１２月入所を申し込んでいる人数は４

７０人おり、０歳児募集見込み０人に対し２８１人、１歳児募集見込

み１人対し９９人と全く対応できない状況です。

区の具体的な対策は、専ら認証保育の誘致ですが12月１日現在の０

歳児の空きは０人です。今後４年間で受入れ枠(下表)を１０００人増

やすとしていますが、約半分が認証保育です。

本格的な認可保育園の増設が急務です！しかし、区は全園子ども園

化、運営主体の民営化、そして園の大規模化の推進等に力を入れ、子

ども園の４，５歳児などは既に直接入所申込みで待機児の有無も分か

りません。これで区は児童福祉法２４条に基いた保育の責任を果たせ

るのでしょうか。

この状況下で区は区立戸山第三保育園の廃園にし、高齢者のための

「地域安心カフェ」にするとしています。「戸山第三を残し、更に認

可保育園の増設を」の声を広げましょう！

１９８６年に結成された「交通権学会」は、人が生活する上で必要不可欠な交通を権利と

して捉え、日本国憲法、第２２条 居住・移転および職業選択の自由、第２５条 生存権、

第１３条 幸福追求権など関連する人権を集合した新しい人権を「交通権」と定義。

12月１日、一般質問→

を行なう近藤なつ子区議

（１）私立認可保育園の整備支援 ＜２４１人＞

・（仮称）国立国際医療研究センター内保育園 １３７人

・二葉南元保育園 ＋４９人

・新栄保育園 ＋５５人

（２）認証保育所への支援＜４８０人＞１２０人×４年＝４８０人

（３）保育園・幼稚園の子ども園への一元化 ＜４００人以上＞

・区立柏木子ども園 ＋３３人

・区立（仮称）落五・中井子ども園 ＋３６人

・私立（仮称）高田馬場４丁目子ども園 １６１人

・私立（仮称）大久保第２子ども園 ＋２５人

・私立（仮称）西富久子ども園 ＋４５人

・私立（仮称）東戸山子ども園

・区立幼稚園の子ども園化 １００人以上増やす

・区立認可保育園の子ども園化

その他 ・区立戸山第三保育園△１００人

・保育室つくし保育園 △２０人

合計 ＋ １００１人以上

第２次実行計画期間中（Ｈ２４～Ｈ２７年度）の受入れ枠増 計画事業（Ｈ２３．１０．５現在）案

１月23日(月) 午後６時～の予定
★お問合せは：←左記の連絡先まで

※事前に必ずご予約ください。
◇その他いつでもお気軽にご相談ください

近藤なつ子

事務所の


